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“生涯学習社会の構築に寄与する"を目的として活動する

特定非営利活動法人 学びサポー ト研究会

…

本
会
の
歴
史

・
２
０
０
１
年
７
月
、
桜
美
林
大
学

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

「生
涯
学
習

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
修
了

者
有
志
に
よ
り

「生
涯
学
習
桜
美

林
会
」
を
発
足
し
た
。

・
２
０
０
４
年
１１
月
、
名
称
と
活
動

内
容
が
リ
ン
ク
す

べ
く
名
称
を

「学
び
サ
ポ
ー
ト
研
究
会

〃さ
く
ら

の
森
〃
」
に
変
更
し
た
。

・
２
０
１
０
年
７
月
、
会
は
発
足
後

９
年
間
、
幾
多
の
試
練
を
経
な
が

ら
も
自
発
的
に
生
涯
学
習
活
動
を

続
け
、
相
模
原
市
協
働
事
業

「市

民
講
座
の
創
造
」
を
事
業
化
す
る

な
ど
、
着
実
に
成
果
を
挙
げ
て
き

た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
に
恒
常
的

な
活
動
を
行

っ
て
い
く
に
は
、
設

立
１０
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
２
０

１
１
年
に

「特
定
非
営
利
活
動
法

人

（以
下
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
い
う
と

の
設
立
が
望
ま
し
い
と
決
議
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
ヘ

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
知
識
も
経
験
も
な

い
会
員
の
手
作
業
で
設
立
準
備
を

進
め
、
会
の
名
称
は

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人

学
び
サ
ポ
ー
ト
研
究
会
」

（理

事
長
　
宍
戸
佳
子
）
と
し
、
目
的

を

「
こ
の
法
人
は
、
多
く
の
人
々

に
対
し
て
、
充
実
し
た
人
生
を
送

る
こ
と
を
目
指
し
て
生
涯
に
わ
た

っ
て
行
う
学
習
を
助
け
る
事
業
を

行

い
、
生
涯
学
習
社
会

の
構
築
に

寄
与
す
る
こ
と
」
と
し
た
。

・
何
と
か
設
立
期
限
内
の
２
０
１
１

年
３
月
１４
日

（大
安
吉
日
）
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
登
記
を
完
了
で

き
た
。
そ
の
３
日
前
の
１１
日
は
あ

の
痛
ま
し
い
東
日
本
大
震
災
が
発

生
、
交
通
網
の
大
混
乱
も
あ
り
法

務
局
の
登
記
手
続
き
に
大
変
苦
労

し
た

。

活
動
状
況

・
早

い
も
の
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
か

ら
３
年
目
と
な
り
、
活
動
は
毎
月

第
３
金
曜
日
に
開
催
す
る
会
員
参

加
の
定
例
会
が
定
着
し
た
こ
と
も

あ
り
活
発
に
な

っ
て
い
る
。
定
例

会
は
３
時
間
ほ
ど
を
か
け
議
論
し
、

も
の
ご
と
を
決
め
て
い
く
こ
と
で
、

会
員
の
意
志
疎
通
を
図

っ
て
い
る
。

・
当
会

の
目
的
で
あ
る

「生
涯
学
習

社
会
の
構
築
に
寄
与
す
る
」
と
合

わ
せ
て
、
我
々
が
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
は
、
会
員
の
多
岐
に
わ
た

る

一
芸

・
得
意
技

・
長
所
を
生
か

し
た
有
料
の
講
座
を
企
画
し
、
会

員
が
講
師
料
を
得
て
講
師
を
務
め

る
こ
と
で
、
さ
ら
に
切
磋
琢
磨
し

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
に
皆
で

頑
張
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

講
座
は
参
加
型
形
式

で
開
催

し
、

参
加
者
間
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
因

み
に
会
員
数
が
２．
人
と
少
な
い
こ

と
が
悩
み
で
あ
る
。

〈２
０
１
４
年
度
の
活
動
内
容
〉

２
事
業
分
野
で
の
開
催
済
み
と
開

催
日
確
定
分
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

⌒１
）
当
会
が
企
画

ｏ
運
営

・
開
催
す

る
講
座
の
事
業

（７
講
座
　
全
２２

日
）

①

「
そ
よ
風

コ
ン
サ
ー
ト
」
音
楽

と
絵
本
と
昔
語
り
の
世
界

（１

日
）

②

「
人
が
集
ま
る
！
行
列

の
で
き

る
！
講
座
と
チ
ラ
シ
の
作
り
方
」

（１
日
）

③

「介
護
予
防
教
室
」
運
動
機
能

向
上
、
日
腔
、
栄
養
、
認
知
症

予
防
な
ど
介
護
予
防

（１２
日
間
）

④

「
中
高
年

の
学
び

の
カ

フ

ェ
」

エ
イ
ジ
レ
ス

・
ラ
イ
フ
の
す
す

め

（３
日
間
）
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⑤

「夏
休
み
　
親
子
で
楽
し
む
映

画
祭
」
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス

・
ト

ム
と
ジ
ェ
リ
ー
の
上
映

（１
日
）

⑥

「中
高
年
の
学
び
の
カ
フ
ェ
Ⅱ
」

楽
し
く
元
気
に
送
る
た
め
の
ラ

イ
フ
デ
ザ
イ
ン
講
座

（３
日
間
）

⑦

「泣
き
と
笑
い
の
映
画
で
心
す

っ
き
り
」
汚
れ
な
き
悪
戯

・
綾

小
路
き
み
ま
ろ
ラ
イ
ブ

（１
日
）

な
お
、
講
師
は
全
講
座
で
３３
人
、

ぅ
ち
２７
人
を
会
員
が
担
当
し
８２
％

を
占
め
る
ま
で
に
な
り
、
会
員
の

大
き
な
励
み
と
財
産
に
な

っ
て
い

ア

リ

。

（２
）
他
団
体
か
ら
の
要
請
で
会
員
を

有
料
で
派
遣
す
る
事
業

①
事
業
数
４
件

（延

べ
８
日
）
派

遣
講
師
１７
人

一
例
と
し
て
、
今
年
５
月
に
開

催

し
た

「
そ
よ
風

コ
ン
サ
ー
ト
」

に
参
加
さ
れ
た
団
体
の
方
か
ら
１２

月
の
Ｘ
日
あ
コ
ン
サ
ー
ト
ヘ
の
出
演

依
頼
が
あ
り
、
会
員
３
名
を
派
遣

す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

な
お
、
当
会
の
顧
問
は
発
足
時
か

ら
瀬
沼
克
彰
桜
美
林
大
学
教
授

（現

名
誉
教
授
）
に
お
願

い
し
、
ご
指
導

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
「生
涯
学
習
の
講
座
の

運
営

・
開
催
に
必
要
な
資
金
」
を
受

講
者
か
ら
の
参
加
費
で
賄
う
こ
と
は

極
め
て
難
し
く
、
不
足
す
る
資
金
は

今
年
度
、
市
を
は
じ
め
４
団
体
か
ら

助
成
金
を
受
け
、
開
催
に
こ
ぎ
着
け

て
い
る
。
こ
の
手
続
き
は
大
変
苦
労

で
手
間
が
か
か
る
が
し

っ
か
り
と
進

め
て
、
参
加
者
か
ら
有
益
だ

っ
た
と

評
価
を
項
け
る
よ
う
頑
張
り
、
「生
涯

学
習
社
会
の
構
築
に
寄
与
」
す

べ
く

事
業
の
発
展
に
励
ん
で
い
る
。

Ｑ
返
藤

博
　
理
事

・
事
務
局
長
）

【Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
】

特
定
非
営
利
活
動
法
人
学
び
サ
ポ
ト
ト
研
究
会

〒

２

５

２

１
０

３

■

８

相
模
原
市
南
区
上
鶴
問
本
町
８
１
８
１
６

丁
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
４
２

（７
４
３
）
３
６
４
１

Ｉ

メ

ー

ル

一
一ユ

０
０

３

ｏ
一Ｄ
ｏ
σ
一卜
∽
・象

Ｑ

「エイジレスライフ」の講座風景

体に良い食事の料理実習

大事にしているグループ討議

参加者が交代でステージ体験
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